
諸 生 派 の悲 劇 を知 ってか ら 4 0 年 近 く 、 1 4 0 年 忌 をひかえ  

おぼ ろげなが ら空 白 が埋 ま ろ う と し てい る 。 ( 依 知 川 雅 一 )  

 

悲 願 だ っ た 藩 士 の 墓 の 脱 走 塚 移 転 も 叶 っ た 。 ま だ ま だ の 感 は あ る  

が 、 こ れか ら も こぼれ話 を拾 い続 ける 。 ( 加 瀬 俊 雄 )   

 

八 日 市 場 • 松 山 戦 争 の 話 に 、 若 い 頃 か ら 関 心 が あ っ た 。 そ の こ と を  

1 4 0 年 忌 慰 霊 祭 で伝 える こ と がで き う れ しい限 り だ 。 ( 椎 名 浩 )  
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(
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萬
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は

じ

め

に

 

 

平

成

二

十

年

十

月

六

日

、
「

水

戸

藩

国

事

殉

難

者

慰

霊

祭

」

が

挙

行

さ

れ

る

。

 

明

治

元

年

（

一

八

六

八

）

十

月

六

日

（

太

陽

暦

で

は

、

十

一

月

十

九

日

）

の

水

戸

藩

天

狗

派

・

諸

生

派

両

党

の

「

八

日

市

場

・

松

山

戦

争

」

に

お

け

る

諸

生

派

戦

死

者

の

一

四

〇

年

忌

法

要

で

あ

る

。

 

昭

和

四

十

一

年
（

一

九

六

六

）
十

月

十

四

日

、
「

脱

走

塚

百

年

祭

」
が

挙

行

さ

れ

、
翌

年

五

月

に

文

献

記

録

と

し

て
『

脱

走

塚

百

年

記

念

松

山

戦

争

集

録

』
が

「

百

年

祭

執

行

協

賛

会

」

に

よ

っ

て

刊

行

さ

れ

た

。 

そ

れ

か

ら

四

〇

年

、

協

賛

会

員

と

し

て

名

を

連

ね

た

十

数

名

の

ほ

と

ん

ど

が

鬼

籍

に

入

ら

れ

た

。
歲

月

の

重

み

で

あ

る

。

 

私

た

ち

地

域

の

歴

史

に

関

心

を

持

つ

者

も

、
そ

の

後

「

八

日

市

場

・

松

山

戦

争

」

関

連

の

資

料

収

集

に

努

め

て

き

た

。
し

か

し

、
さ

し

た

る

成

果

が

得

ら

れ

た

と

は

言

え

な

い

が

、
今

回

の

慰

霊

祭

挙

行

に

あ

た

り

、
戦

死

者

へ

の

手

向

け

と

先

人

の

ご

労

苦

に

感

謝

す

る

気

持

ち

を

込

め

て

小

冊

子

を

ま

と

め

て

み

た

。 

 

１

 

百

年

祭

か

ら

四

〇

年

 

 

昭

和

四

十

九

年

、
旧

八

日

市

場

市

は
「

市

制

施

行

二

〇

周

年

」
を

記

念

し

て

、
市

史

編

さ

ん

事

業

を

開

始

し

た

。
同

四

十

一

年

の

脱

走

塚

百

年

祭

の

協

賛

会

員

の

中

に

も

こ

の

事

業

に

参

画

し

た

者

が

い

た

。

 
事

業

開

始

か

ら

数

年

し

た

あ

る

日

、
当

時

の

布

施

章

市

長

が

水

戸

市

長

を

表

敬

訪

問

し

た

い

の

で

、
水

戸

市

と

八

日

市

場

市

の

歴

史

的

な

つ

な

が

り

を

調

松 山 戦 争 集 録  
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べ

る

よ

う

に

、

と

私

（

依

知

川

）

に

指

示

し

た

。

 
布

施

市

長

は

、

明

治

元

年

の

「

八

日

市

場

・

松

山

戦

争

」

の

こ

と

、

元

禄

九

年

（

一

六

九

五

）

正

月

に

水

戸

光

圀

公

が

江

戸

の

水

戸

藩

邸

か

ら

水

戸

へ

の

帰

路

、
八

日

市

場

周

辺

の

寺

社

を

参

詣

し

た

こ

と

な

ど

を

話

題

に

水

戸

市

に

出

向

い

た

。

 

昭

和

五

十

四

年

夏

、
和

田

祐

之

介

水

戸

市

長

が

八

日

市

場

市

を

訪

れ

、
初

め

て

脱

走

塚

に

お

参

り

し

た

。

こ

れ

と

前

後

し

て

水

戸

市

議

団

の

脱

走

塚

墓

参

も

あ

り

、

ま

た

水

戸

市

か

ら

「

水

戸

藩

諸

生

派

名

薄

」

の

提

供

も

あ

り

『

八

日

市

場

市

史

』

の

中

で

「

八

日

市

場

・

松

山

戦

争

」

の

記

述

の

大

い

に

役

立

っ

た

。 

和

田

市

長

の

墓

参

は

、
八

日

市

場

市

民

に

と

っ

て

「

八

日

市

場

・

松

山

戦

争

」

や

「

脱

走

塚

」

を

見

直

す

き

っ

か

け

に

な

っ

た

だ

ろ

う

。

 

平

成

十

八

年

夏

、
常

陽

藝

文

セ

ン

タ

ー

の

取

材

を

受

け

『

常

陽

藝

文

』

同

年

十

二

月

号

の

特

集

記

事

・

戊

辰

戦

争
「

水

戸

藩

と

近

隣

諸

藩

の

動

き

」
に

、
「

八

日

市

場

・

松

山

戦

争

」

が

掲

載

さ

れ

た

。

そ

の

中

で

私

は
「

中

台

地

区

を

は

じ

め

と

す

る

八

日

市

場

地

域

の

人

た

ち

が

、
こ

の

戦

い

で

の

戦

死

者

を

哀

れ

み

悼

む

心

を

強

く

持

ち

続

け

た

こ

と

」

を

指

摘

し

た

。

 

昨

年

八

月

、
匝

瑳

市

立

八

日

市

場

図

書

館

で

茨

城

新

聞

グ

ル

ー

プ

に

よ

る

写

真

展
「

戊

辰

戦

争

と

水

戸

藩

市

川

勢

の

軌

跡

」

が

開

催

さ

れ

た

。

 

初

日

に

茨

城

プ

レ

ス

セ

ン

タ

ー

社

長

市

村

真

一

氏

に

よ

る

講

話

が

あ

り

、
関

心

を

持

つ

者

の

中

に

は

市

川

勢

に

関

す

る

新

た

な

話

題

を

提

供

す

る

者

も

あ

っ

た

。
「

こ

の

写

真

展

が

八

日

市

場
・
松

山

戦

争

を

見

直

す

き

っ

か

け

に

な

っ

た

」

と

の

市

民

の

声

も

届

い

た

。 

今

回

の

慰

霊

祭

は

、
匝

瑳

市

に

と

っ

て

も

史

跡
・
脱

走

塚

を

再

認

識

す

る

絶

好

の

機

会

と

な

ろ

う

。

 

写 真 展 で市 川 勢 に関 心 集 まる
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２

 
八

日

市

場

・

松

山

戦

争

の

あ

ら

ま

し

 

 

東

京

め
ざ
す
市

川

勢

 
 

市

村

氏

の

講

話

資

料

に

よ

る

と

、
諸

生

派

市

川

勢

約

8 0
人

は

東

京

を

め

ざ

し

八

日

市

場

で

解

散

し

た

が

、
水

戸

藩

追

討

軍

に

追

い

つ

か

れ

、

や

む

な

く

戦

闘

に

な

っ

た

と

あ

る

。

 

十

月

六

日

午

前

十

時

ご

ろ

福

善

寺
【

地

図

⑤

】
に

到

着

、
こ

こ

で

解

散

し

た

が

、
最

後

ま

で

戦

い

抜

こ

う

と

決

意

し

た

3 0
名

ほ

ど

が

中

台

村

【

地

図

②

】

に

向

か

っ

た

。

 

福

善

寺

 

真

言

宗

智

山

派

の

寺

院

。

南

北

朝

時

代

の

開

基

と

す

る

古

刹

。
明

治

元

年

の

八

日

市

場

・

松

山

戦

争

で

は

市

川

勢

が

立

ち

寄

り

、
追

討

軍

が

探

索

の

際

に

現

在

小

学

校

体

育

館

の

建

つ

所

に

あ

っ

た

山

門

に

火

を

か

け

焼

か

れ

た

と

い

う

。
文

久

二

年

か

ら

三

年

(
|

八

六

二

〜

三

)

に

か

け

て

報

国

救

民

活

動

と

さ

れ

る
「

真

忠

組

」
の

屯

所

が

置

か

れ

た

こ

と

も

あ

る

。
立

ち

寄

っ

た

の

は

、
近

く

で

剣

術

道

場

を

開

い

て

い

た

大

木

佐

内

の

手

引

が

あ

っ

た

か

も

し

れ

な

い

。

佐

内

は

大

正

十

四

年

(

一

九

二

五

)

に

亡

く

な

り

、

翌

年

門

下

生

有

志

に

よ

り

顕

彰

碑

が

本

堂

に

向

か

う

参

道

に

建

て

ら

れ

た

。 

戦

闘

の
よ
う

す 
 

市

村

氏

の

著

書

『

市

川

勢

の

軌

跡

』

の

「

八

日

市

場

の

戦

い

」

に

詳

し

く

紹

介

さ

れ

て

い

る

の

で

、

そ

れ

を

参

照

さ

れ

た

い

。

 

こ

こ

で

は

、
地

図

に

よ

っ

て

位

置

関

係

を

確

認

し

て

お

こ

う

。
福

善

寺

か

ら

山

づ

た

い

に

村

役

人

の

案

内

で

主

戦

場

と

な

っ

た

中

台

村

に

着

き

、
戦

い

が

始

ま

っ

た

の

が

午

前

十

一

時

頃

と

さ

れ

る

。

 

市

川

勢

は

脱

走

塚
【

地

図

①

】
や

龍

性

院

周

辺
【

地

図

③

】

に

陣

を

敷

き

、

追

討

軍

は

大

松

庚

申

塚

【

地

図

②

】
周

辺

に

陣

を

構

え

た

と

い

う

。
戦

い

は

二

時

間

余

り

、

午

後

一

時

頃

に

は

終

結

し

た

。

 

追

討

軍

の
探

索

 
 

市

村

氏

に

よ

る

と

、

 

最

後

の

地

と

な

っ

た

八

日

市

場

ま

で

行

動

を

と

も

に

し

た

の

は

約

8 0
人

。

そ

の

う

ち

4 1
人

が

戦

死

・

焼

死

、

1 0
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人

が

の

ち

に

逮

捕

処

刑

さ

れ

、

3 0
人

が

八

日

市

場

で

解

散

し

た

あ

と

、

生

き

延

び

た

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

 

と

あ

る

。
 

追

討

軍

に

よ

る

市

川

勢

の

探

索

は

、
戦

い

が

終

わ

る

と

す

ぐ

に

開

始

さ

れ

た

よ

う

で

、
主

戦

場

周

辺

の

生

尾

（

お

よ

う

）

村

【

地

図

⑥

】

や

山

桑

村

【

地

図

⑦

】

な

ど

で

も

言

い

伝

え

を

聞

く

こ

と

が

で

き

た

。

採

話

し

た

（

椎

名

は

）

語

る

。
 

ま

だ

日

が

髙

い

時

刻

だ

っ

た

が

、

生

尾

村

の

江

波

戸

姓

の

農

家

に

さ

む

ら

い

風

の

男

が

た

ず

ね

て

来

て

、

「

か

く

ま

っ

て

ほ

し

い

」

と

願

い

出

た

。

農

家

の

主

人

は

と

て

も

か

く

ま

う

こ

と

は

で

き

な

い

と

断

り

、

家

か

ら

裏

道

を

抜

け

ら

れ

る

と

逃

げ

道

を

教

え

て

返

し

た

と

い

う

。

 

こ

の

者

は

、
福

善

寺

で

解

散

し

た

あ

と

主

戦

場

の

中

台

村

に

向

か

う

途

中

で

、
市

川

勢

と

は

分

か

れ

て

助

け

を

求

め

た

の

だ

ろ

う

。

 

中

台

村

の

隣

り

の

山

桑

村

で

は

、

稲

刈

り

を

し

て

い

た

農

民

が

西

の

方

角

の

竹

山

で

竹

に

当

た

る

鉄

砲

玉

の

よ

う

な

音

を

聞

い

て

お

ど

ろ

い

て

い

る

と

さ

む

ら

い

風

の

者

が

あ

ら

わ

れ

、

逃

げ

道

を

た

ず

ね

た

と

い

う

。

 

山

桑

村

は

主

戦

場

の

北

東

に

位

置

し

、
数

百

メ

ー

ト

ル

の

所

に

谷

津

田

が

あ

る

の

で

そ

の

周

辺

で

の

こ

と

だ

ろ

う

。

 

少

し

は

な

れ

た

八

辺

（

や

っ

ペ

）

村

で

も

大

砲

の

弾

が

飛

び

交

う

よ

う

な

大

き

な

音

が

聞

こ

え

た

の

で

中

台

村

ま

で

見

に

来

た

村

び

と

が

あ

り

、

大

木

の

影

に

か

く

れ

て

戦

い

の

よ

う

す

を

眺

め

て

い

た

と

い

う

。

 

こ

の

村

に

住

む

刀

鍛

冶

を

し

て

い

た

人

が

天

狗

党

に

連

れ

去

ら

れ

、

死

後

に

石

岡

の

寺

に

埋

葬

さ

れ

た

と

い

う

。

 

石

岡
（

茨

城

県

石

岡

市

）
か

ら

の

調

査

依

頼

を

受

け
（

依

知

川

が

）

昭

和

四

〇

年

代

に

八

辺

地

区

で

聞

き

取

り

を

し

た

ら

、

そ

の

人

が

存

在

し

た

こ

と

が

確

認

で

き

た

。

 

こ

れ

ら

の

他

に

も

戦

い

の

す

ん

だ

十

月

六

日

夕

刻

か

ら

数

日

間

、
追

討

軍

・

天

狗

派

に

よ

る

近

隣

村

む

ら

で

の

き

び

し

い

探

索

の

話

を

い

く

つ

か

聞

く

こ

と

が

で

き

た

。
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３

 
藩

士

の

遺

跡

を

守

っ

た

人

た

ち

 

 

戦

い

の

後

、
最

初

に

建

て

ら

れ

た

供

養

塔

は

戦

い

の

翌

年
（

明

治

二

年

）

五

月

の

も

の

と

さ

れ

る

。

 

大

正

十

五

年
（

一

九

二

六

）
十

一

月

十

日

建

立

の

「

水

戸

藩

志

士

弔

魂

碑

」
に

、
宮

谷

県

柴

山

県

令

が

松

山
・
中

台

の

村

役

人

に

命

じ

て

戦

死

者

の

遺

体

を

埋

葬

し

た

と

あ

る

。

 

遺

体

を

西

方

寺

跡

墓

地

に

埋

葬

す

る

な

ど

の

戦

後

処

理

は

中

台

村

の

人

た

ち

に

よ

っ

て

な

さ

れ

た

の

だ

ろ

う

。
供

養

塔

が

立

て

ら

れ

た

と

す

る

明

治

二

年

五

月

は

戊

辰

戦

争

が

終

結

し

た

時

で

あ

る

。
新

政

府

側

に

立

つ

柴

山

県

令

に

と

っ

て

、
幕

府

軍

に

加

わ

っ

た

諸

生

派

市

川

勢

の

供

養

を

村

役

人

に

命

じ

た

と

政

府

に

報

告

し

な

か

っ

た

こ

と

で

区

切

り

に

し

た

か

っ

た

の

か

も

知

れ

な

い

。
墓

石

は

高

さ

6 0
セ

ン

チ

ほ

ど

で

、

正

面

に

「

戦

死

二

十

五

人

墓

」

、

右

側

面

に

「

明

治

元

年

十

月

六

日

と

刻

ま

れ

て

い

る

。

 

明

治

二

年

の 

供

養

塔 

昭 和 4 0 年 頃 の脱 走 塚 。 右 手 の椿 は 、  

市 川 勢 が隠 れて戦 っ た もの と いい 、   

供 養 碑 左 の桜 は今 ないが 、 百 年 桜 と   

よ ば れ戦 い を見 守 っ た と い う 。  

供 養 塔 は 、 現 在 で は 覆 屋 の  

中 にあ り 、 手 厚 く 守 ら れて い る   
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明

治

二

年

五

月

に

供

養

塔

を

立

て

た

の

ち

、

中

台

村

の

人

た

ち

は

、

折

々

に

お

参

り

し

た

こ

と

だ

ろ

う

。

 

二

十

一

回

忌

法

要

が

営

ま

れ

た

こ

と

が

明

治

二

十

二

年

（

一

八

八

九

）

五

月

三

十

日

付

の

「

東

海

日

報

」

と

い

う

地

方

紙

に

報

じ

ら

れ

た

。

 

今

は

た

だ

二

十

五

人

の

塚

の

残

る

の

み

な

る

が

、

本

年

は

あ

た

か

も

二

十

一

回

忌

に

あ

た

れ

る

を

も

っ

て

同

町

見

徳

寺

、
福

善

寺

二

師

の

唱

導

に

て

、
去

る

二

十

六

日

、
右

二

十

五

人

塚

に

お

い

て

法

会

を

営

み

、

群

衆

の

者

へ

は

紅

白

の

餅

を

お

び

た

だ

し

く

投

与

し

広

き

古

戦

場

も

当

日

は

非

常

の

に

ぎ

わ

い

に

て

あ

り

し

と

い

う

 

脱

走

塚

の

場

所

が

西

方

寺

跡

で

遺

体

埋

葬

時

は

見

徳

寺

が

管

理

し

て

い

た

こ

と

、
福

善

寺

に

市

川

勢

が

立

ち

寄

っ

た

こ

と

な

ど

の

理

由

で

二

住

職

が

導

師

を

務

め

た

の

だ

ろ

う

。

 

今

で

は
「

脱

走

塚

」
と

呼

ば

れ

て

い

る

市

川

勢

の

墓

が
「

二

十

五

人

塚

」
と

書

か

れ

て

い

る

こ

と

に

も

鳥

目

す

べ

き

か

も

し

れ

な

い

。

 

「

八

日

市

場

・

松

山

戦

争

」
が

文

献

記

録

に

初

め

て

あ

ら

わ

れ

る

の

が

、 

大

正

十

年
（

一

九

ニ

一

）
刊

行

さ

れ

た
『

匝

瑳

郡

誌

』

で

あ

る

。
戦

争

か

ら

五

〇

年

余

り

後

の

こ

と

で

あ

る

。 

こ

れ

に
『

松

山

戦

争

』
と

あ

る

こ

と

か

ら

こ

れ

以

降

こ

の

呼

び

方

が

定

着

し

た

の

だ

ろ

う

。
本

文

中

に

「

反

対

派

を

純

真

隊

又

は

書

生

派

と

称

す

る

」
と

あ

る

の

は

当

時

の

官

軍
・
賊

軍

の

延

長

戦

上

の

と

ら

え

方

な

の

だ

ろ

う

。

 

脱

走

塚

に

葬

ら

れ

た

と

さ

れ

る

二

十

五

人

に

つ

い

て

は
『

匝

瑳

郡

誌

』
の

中

で

、
「

書

生

派

の

記

録

」

「

天

狗

派

の

記

録

」
か

ら

氏

名

を

あ

げ

て

は

い

る

も

の

の

特

定

に

は

い

た

ら

な

か

っ

た

。

 

同

十

五

年
（

一

九

二

六

）
に

立

て

ら

れ

た

吊

魂

碑

の

裏

面

に

も
「

戦

没

二

十

五

人

氏

名

」
が

刻

ま

れ

て

い

て

、
水

戸

藩

関

係

資

料

と

の

照

合

が

今

後

必

要

と

な

る

。

 

二

十

一

回

忌 
法

要 

記

録

に
あ
ら 

わ
れ
た
戦

争

 

法

要 
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大

正

十

五

年

（

一

九

二

六

）

十

一

月

十

日

、

脱

走

塚

に

朝

比

奈

知

泉

撰

文

に

よ

る

碑

が

立

て

ら

れ

た

。
戦

い

か

ら

五

十

八

年

目

の

こ

と

で

あ

る

。

 

碑

文

に

よ

る

と

、
朝

比

奈

ら

兄

弟

は

、
前

年

匝

瑳

村

中

台

の

大

木

佐

助

翁

の

案

内

で

古

戦

場

を

訪

ね

た

。

そ

し

て

寄

附

を

得

て

碑

を

立

て

た

と

あ

る

。

 

碑

文

か

ら

戦

後

処

理

の

よ

う

す

が

わ

ず

か

な

が

ら

知

ら

れ

、
柴

山

知

事

が

松

山

・

中

台

両

村

の

村

役

人

に

命

じ

て

遺

骸

を

葬

っ

た

と

さ

れ

る

。
松

山

村

の

関

係

者

は

下

山

九

兵

衛

、
古

関

佐

兵

衛

、
関

忠

兵

衛

、

中

台

村

で

は

大

木

三

右

衛

門

、
山

崎

八

郎

兵

衛

、
中

台

仁

右

衛

門

ら

で

あ

っ

た

と

い

う

。

 

碑

は

２

メ

ー

ト

ル

60
セ

ン

チ

に

及

ぶ

堂

々

た

る

も

の

で

、

正

面

に

は

「

吊

英

魂

」

と

篆

刻

さ

れ

、

朝

比

奈

知

泉

の

撰

文

が

刻

ま

れ

て

い

る

。

裏

面

に

発

起

者

大

木

佐

助

を

は

じ

め

と

す

る

寄

附

者

70
余

名

が

刻

ま

れ

、

多

く

の

賛

同

者

が

あ

っ

た

こ

と

を

伝

え

る

。

 

そ

の

左

側

に

昭

和

四

十

一

年

に

大

中

こ

う

氏

に

よ

り

建

て

ら

れ

た

百

年

祭

紀

念

の

碑

が

立

つ

。

 

朝

比

奈

の

撰

文

中

に
「

香

火

絶

え

ず

、
今

日

に

至

る

」

と

あ

る

よ

う

に

、

松

山

・

中

台

両

村

の

人

た

ち

が

脱

走

塚

を

守

っ

て

き

た

の

で

あ

る

。

 

昭

和

二

十

九

年

に

八

日

市

場

市

が

誕

生

。

中

台

区

の

山

崎

滝

三

氏

ら

の

尽

力

で

、

脱

走

塚

が

史

跡

と

し

て

市

文

化

財

に

指

定

さ

れ

た

。

 
山

崎

氏

は

合

併

前

の

匝

瑳

村

長

や

市

文

化

財

審

議

会

委

員

な

ど

を

歴

任

し

、
脱

走

塚

を

守

る

人

び

と

の

中

で

功

労

者

に

あ

げ

ら

れ

る

だ

ろ

う

。

 

朝

比

奈

知

泉 
に
よ

る

建

碑 

法

要 

脱 走 塚 に 建 つ 吊 魂 碑  

昭
和
三
十
五
年 

文
化
財
に
指
定 

法

要 
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４

 
こ

ぼ

れ

話

を

拾

う

 

 

鈴

木

欽

一

郎

の
墓

 
 

水

戸

藩

市

川

勢

の

大

畚

頭

鈴

木

欽

(

欣

)

一

郎

は

、

「

八

日

市

場

・

松

山

戦

争

」

で

東

谷

(

ひ

が

し

や

)

村

の

旅

籠
「

吾

妻

屋

」
に

潜

伏

し

て

い

た

と

こ

ろ

を

密

告

さ

れ

、
天

狗

派

に

捕

ら

え

ら

れ

村

内

の

安

養

寺

で

斬

首

さ

れ

た

と

い

う

。

 

旅

籠

の

主

人

は

大

木

半

兵

衛

と

い

い

、
剣

術

を

や

り

市

川

三

左

衛

門

を

か

く

ま

っ

た

大

木

佐

内

の

弟

子

だ

っ

た

と

い

う

。

旅

籠

は

銚

子

か

ら

八

日

市

場

・

福

禅

寺

へ

の

道

沿

い

に

あ

り

、
鈴

木

は

度

重

な

る

戦

い

で

手

傷

で

も

負

っ

て

い

た

の

か

一

行

と

は

別

れ

、

大

木

佐

内

の

手

引

き

で

知

り

合

い

の

旅

籠

に

か

く

ま

わ

れ

た

の

だ

ろ

う

。

 

天

狗

派

は

、

十

月

六

日

か

ら

四

日

間

八

日

市

場

村

に

居

残

り

市

川

勢

の

探

索

に

や

っ

き

に

な

っ

て

い

た

。

そ

の

探

索

中

、

旅

籠

近

く

の

誰

か

が

密

告

し

た

の

だ

ろ

う

捕

縛

さ

れ

た

。

 

処

刑

場

に

連

行

さ

れ

る

間

際

「

七

代

、

た

た

っ

て

や

る

！

」

と

叫

ん

だ

と

い

う

。

無

念

な

想

い

に

余

り

あ

る

。

鈴

木

の

命

日

は

十

月

七

日

と

さ

れ

る

。

 

旅

籠

を

営

ん

で

い

た

大

木

家

で

は

、

鈴

木

の

遺

体

が

葬

ら

れ

た

安

養

寺

境

内

墓

地

に

平

成

元

年

供

養

塔

を

立

て

た

。

明

治

十

年

ご

ろ

の

八

日

市

場

村

見

徳

寺

過

去

帳

に

鈴

木

の

名

は

見

ら

れ

な

い

が

、

首

を

持

ち

帰

っ

た

天

狗

派

関

係

の

記

録

に

は

そ

の

名

が

あ

る

。

 
今

回

の

調

査

で

、
鈴

木

欽

(

欣

)

一

郎

と

大

木

家

の

か

か

わ

り

が

明

ら

か

に

さ

れ

た

。
大

木

家

で

は

長

い

間

、

語

ら

れ

る

こ

と

が

な

か

っ

た

話

で

あ

る

。

 

鈴 木 の 供 養 碑  
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藩

士

の
墓

を
移

す 
 

今

回

の

慰

霊

祭

に

合

わ

せ

一

四

〇

年

ぶ

り

に

脱

走

塚

に

移

さ

れ

た

市

川

勢

藩

士

の

墓

が

あ

る

。

 

主

戦

場

の

中

台

か

ら

３

キ

ロ

ほ

ど

離

れ

た

田

久

保
【

地

図

⑧

】
蓮

光

院

境

内

墓

地

に

藩

士

が

葬

ら

れ

て

い

た

。

墓

石

の

正

面

に

「

連

山

道

快

信

士

」

、

左

側

面

に

「

明

治

元

年

十

月

六

日

」

と

刻

ま

れ

る

。

台

石

部

分

に

こ

の

造

立

に

関

わ

っ

た

田

久

保

村

６

名

、

近

隣

の

木

積

村

（

青

葉

谷

）

２

名

、

富

岡

村

２

名

、

新

村

３

名

の

1 3
名

の

名

前

が

確

認

で

き

、
欠

損

部

分

も

あ

る

の

で

こ

れ

よ

り

多

く

の

村

び

と

が

関

係

し

た

の

だ

ろ

う

。

 

残

念

な

こ

と

に

こ

の

手

厚

く

埋

葬

さ

れ

た

人

が

誰

な

の

か

不

明

で

あ

る

が

、

古

老

が

語

っ

た

と

こ

ろ

で

は

「

20
代

の

青

年

の

武

士

だ

っ

た

」

と

い

う

。

 

こ

の

墓

の

移

転

は

、

私

（

加

瀬

）

に

と

っ

て

は

永

年

の

念

願

だ

っ

た

。

 

加

瀬

は

、

語

る

。

 

中

台

村

で

の

戦

闘

が

終

結

し

、
四

方

に

散

っ

た

市

川

勢

の

う

ち

数

名

が

芝

山

（

山

武

郡

）
を

め

ざ

し

負

傷

者

を

背

負

い

な

が

ら

飯

倉

村

飯

の

森

地

先

に

さ

し

か

か

っ

た

。
そ

こ

で

１

人

が

こ

れ

以

上

逃

げ

ら

れ

な

い

の

で

首

を

刎

ね

て

く

れ

と

仲

間

に

言

っ

た

。
追

っ

手

が

近

い

の

で

友

の

者

は

首

を

刎

ね

、
田

久

保

村

の

竹

や

ぶ

に

首

を

か

く

し

そ

の

ま

ま

立

ち

去

つ

た

と

い

う

。

 

      

蓮 光 院 にあった墓  

 

脱 走 塚 に移 した水 戸 藩 士 の墓  

1 4 0 年 ぶりに再 会 できた  
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そ

の

よ

う

す

を

な

が

め

て

い

た

数

人

の

村

び

と

は

、
い

つ

た

ん

死

体

を

隠

し

、
追

っ

手

の

探

索

が

や

む

の

を

待

つ

て

蓮

光

院

に

移

し

、
大

い

ち

ょ

う

の

木

の

元

に

埋

葬

し

墓

を

立

て

た

と

い

う

。
そ

れ

か

ら

は

、
盆

や

彼

岸

に

村

び

と

の

お

参

り

は

続

い

た

と

い

う

。

 

こ

の

墓

の

こ

と

は

地

域

の

人

び

と

に

し

か

知

ら

れ

て

い

な

か

つ

た

。
昨

年

の

写

真

展

の

際

に

、
私
（

加

瀬

）
が

市

村

氏

に

伝

え

、
今

回

の

慰

霊

祭

実

行

委

員

会

の

方

が

た

に

も

現

地

を

見

て

い

た

だ

い

た

。

 

そ

し

て

田

久

保
・
蓮

光

院

世

話

人

の

方

が

た

の

ご

了

承

が

得

ら

れ

、

こ

の

藩

士

は

『

脱

走

塚

』

に

眠

る

市

川

勢

の

友

と

一

四

〇

年

ぶ

り

に

再

会

が

果

た

せ

た

の

で

あ

る

。

 

飯

倉

で
の
戦

死

者

 
 

市

村

氏

に

よ

る

と

、

 

最
後
の
地
と
な
っ
た
八
日
市
場
ま
で
行
動
を
と
も
に
し
た
の

は
約

80
人
。
そ
の
う
ち

41
人
が
戦
死
・
焼
死
、

10
人
が
の
ち
に

逮
捕
処
刑
さ
れ
、

30
人
が
八
日
市
場
で
解
散
し
た
あ
と
、
生
き

延
び
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

。 

と

さ

れ

る

。

 

田

久

保

村

に

埋

葬

さ

れ

た

藩

士

も

こ

の

41
人

の

中

に

含

ま

れ

る

だ

ろ

う

し

、

隣

村

飯

倉

村

不

動

院

（

当

時

は

廃

寺

同

然

で

あ

っ

た

）

墓

地

【

地

図

⑨

】

に

も

２

名

が

埋

葬

さ

れ

て

い

る

と

い

う

が

、

墓

石

は

な

い

。

 

『

松

山

戦

争

集

録

』

に

は

、

 

敗

兵

は

富

岡

村

を

越

え

飯

倉

村

字

飯

ノ

森

と

い

う

と

こ

ろ

に

て

1 3
人

行

き

た

お

れ

死

け

れ

ば

、

仲

間

の

人

首

は

刎

ね

絵

持

ち

行

き

、

死

骸

ば

か

リ

残

リ

け

り

―

 

と

記

録

さ

れ

る

。
こ

れ

ら

の

村

む

ら

は

主

戦

場

の

中

台

村

か

ら

西

の

方

向

に

あ

り

、
そ

れ

は

ま

さ

に

東

京

へ

の

道

、

生

き

延

び

る

た

め

の

道

で

も

あ

っ

た

。 

切

ら

れ

様

 
 

主

戦

場

の

中

台

村

か

ら

南

に

数

キ

ロ

ほ

ど

離

れ

た

今

泉

村

（

現

在

の

匝

瑳

市

今

泉

）

に

、
「

切

ら

れ

樣

」

と

よ

ば

れ

る

諸

生

派

市

川

勢

を

葬

っ

た

場

所

が

あ

っ

た

と

い

う

。

 

平

成

七

、

八

年

頃

の

聞

き

書

き

で

は

、
「

刀

傷

を
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お

つ

た

市

川

勢

が

待

ち

伏

せ

た

天

狗

派

と

戦

い

1 0

余

名

が

こ

こ

で

命

を

落

と

し

た

」
と

の

言

い

伝

え

で

あ

る

。
遺

体

は

中

台

村

同

様

に

村

び

と

に

厚

く

葬

ら

れ

、
供

養

碑

が

建

て

ら

れ

そ

こ

を

お

参

り

す

る

村

び

と

も

あ

つ

た

と

い

う

。

 

大

変

残

念

な

こ

と

に

こ

の

墓

所

と

供

養

塔

は

、
昭

和

4 0
年

代

の

耕

地

整

理

の

際

に

位

置

関

係

が

判

明

し

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

と

い

う

。

 

今

回

の

調

査

で

も

手

を

尽

く

し

た

が

と

う

と

う

判

ら

な

か

つ

た

。
（

椎

名

は

）

そ

の

場

所

が

確

認

で

き

な

い

こ

と

を

残

念

が

り

、
当

時

の

関

係

者

を

何

度

か

訪

ね

た

。
「

忘

れ

去

ら

れ

て

し

ま

う

市

川

勢

藩

士

が

い

た

ま

し

い

」
と

今

後

も

調

査

を

続

け

、
何

と

か

形

に

し

て

残

し

た

い

と

念

願

し

て

い

る

。

 

こ

の

調

査

の

過

程

で

、
（

加

瀬

が

）

負

傷

し

た

天

狗

党

員

の

言

い

伝

え

を

拾

う

こ

と

が

で

き

た

。

 

八

日

市

場
・
松

山

戦

争

で

負

傷

し

た

天

狗

党

員

が

今

泉

の

稲

生

神

社

近

く

の

森

に

か

く

れ

て

い

て

、
朝

昼

晩

と

人

目

を

さ

け

て

食

事

を

運

ぶ

女

性

が

い

た

。

そ

の

人

は

、

堀

川

村

（

現

在

の

匝

瑳

市

堀

川

）

生

ま

れ

で

天

狗

党

に

加

わ

っ

た

伊

藤

栄

太

郎

の

姉

で

あ

っ

た

と

い

う

。

 

戦

い

が

す

ん

だ

も

の

の

不

安

げ

に

助

け

を

乞

う

者

も

あ

っ

た

の

で

あ

る

。

 

塚

原

萬

治

郎

の
こ
と 

 

八

日

市

場

村

を

最

後

に

生

き

延

び

た

者

が

3 0
名

ほ

ど

あ

っ

た

と

い

う

が

、
つ

い

最

近

そ

の

ひ

と

り

の

存

在

が

判

っ

た

。

 

そ

の

名

は

「

塚

原

萬

治

郎

」

と

い

い

、

銚

子

で

負

傷

し

吉

崎

村
（

現

在

は

匝

瑳

市

）
で

村

び

と

に

か

く

ま

わ

れ

た

。

こ

の

時

3 1
歳

で

あ

っ

た

。

傷

が

回

復

し

た

後

に

水

戸

か

ら

妻

子

を

呼

び

寄

せ

一

緒

に

生

活

を

送

っ

た

の

だ

ろ

う

。

 

塚 原 の墓 に当 時 の  

よ うすが刻 まれる  
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塚

原

は

6 4
歳

の

生

涯

を

こ

の

地

で

終

え

た

。
墓

石

の

裏

面

に
「

氏

ハ

水

戸

藩

士

ニ

テ
•
•
•

」
と

略

歴

が

刻

ま

れ

、
「

同

士

九

十

余

人

」

と

水

戸

を

脱

し

た

後

に

銚

子

で

負

傷

し

た

と

あ

り

、

貴

重

な

資

料

と

な

る

。 

発

見

し

た

（

椎

名

は

）

語

る

。

 

「

一

四

〇

年

忌

法

要

が

塚

原

を

呼

び

寄

せ

た

と

実

感

す

る

。
昨

年

の

写

真

展

で

墓

近

く

の

知

人

か

ら

教

え

ら

れ

、

今

回

の

発

見

と

な

っ

た

」

 

銚

子

の
藩

士

の
墓

 
 

銚

子

・

良

福

寺

の

「

大

森

金

六

郎

」

の

墓

参

の

後

、

か

ね

て

（

椎

名

が

）

銚

子

の

歴

史

研

究

者

か

ら

得

た

情

報

を

も

と

に

水

戸

藩

諸

生

派

市

川

勢

の

墓

を

探

し

た

。
墓

は

国

道

に

沿

っ

た

大

宮

神

社

の

入

り

口

に

あ

っ

た

（

写

真

）

。

 

正

面

に

２

名

の

戒

名

が

刻

ま

れ

、
右

側

は
「

憲

照

院

忠

誠

報

孝

居

士

」
で

没

年

は

左

側

面

に
「

明

治

元

辰

年

十

月

十

二

日

」

と

あ

る

。

左

側

は

「

賢

光

院

忠

戦

死

孝

居

士

」

没

年

が

「

明

治

元

辰

年

六

月

五

日

」

と

刻

ま

れ

る

。

俗

名

な

ど

は

わ

か

ら

な

い

と

い

う

。

彼

岸

に

訪

れ

た

が

、
花

が

備

え

ら

れ

手

厚

く

守

ら

れ

て

い

た

。

 

 

そ
の
他

の
話

 
 

こ

の

ほ

か

断

片

的

な

話

も

拾

え

た

が

、
さ

ら

に

調

査

し

て

ま

と

め

た

い

と

の

３

人

の

意

向

も

あ

り

、

こ

こ

で

と

ど

め

て

お

く

こ

と

に

す

る

。 

 

氏 ハ水 戸 藩 士 ニテ ・ ・ ・  

 



 

 

 

あ

と

が

き

 

 

昨

年

の

写

真

展
「

戊

辰

戦

争

と

水

戸

藩

市

川

勢

の

軌

跡

」
が

き

っ

か

け

で

、
『
八

日

市

場

•

松

山

戦

争

』

に

つ

い

て

３

人

の

間

で

再

び

関

心

が

高

ま

っ

た

。

 

今

年

５

月

か

ら

今

回

の

「

水

戸

藩

国

事

殉

難

者

慰

霊

祭

」

打

ち

合

わ

せ

な

ど

の

際

、

水

戸

の

関

係

者

に

諸

生

派

市

川

勢

の

こ

と

を

熱

く

語

り

か

け

る

加

瀬

や

椎

名

の

姿

に

感

動

す

ら

覚

え

た

。

 

い

つ

も

な

が

ら

仕

事

の

遅

い

依

知

川

が

こ

の

編

集

に

と

り

か

か

っ

た

の

が

９

月

に

な

っ

て

か

ら

で

、

短

期

間

の

う

ち

に

ま

と

め

た

の

で

欠

落

し

た

部

分

も

あ

る

。

「

こ

ぼ

れ

話

」

の

中

に

加

え

た

い

話

、

た

と

え

ば

八

日

市

場

に

住

み

生

涯

を

お

え

た

飛

田

鋠

之

助

の

こ

と

や

１

４

０

年

忌

法

要

と

巡

り

合

わ

せ

る

か

の

よ

う

に

新

た

な

話

も

聞

け

た

が

、

調

査

が

十

分

で

な

か

っ

た

こ

と

な

ど

で

掲

載

を

見

合

わ

せ

た

も

の

も

あ

っ

た

。

今

後

と

も

３

人

で

出

来

る

限

り

話

を

拾

い

、

ま

た

の

機

会

に

ま

と

め

た

い

と

念

願

し

て

い

る

。

 

 

平

成

二

十

年

十

月

六

日

 

依

知

川

 

雅

一

 

加

瀬

 

俊

雄

 

椎

名

 

浩

 



 

 

 

諸 生 派 市 川 勢 は 夕 陽 の 彼 方 に ・ ・ ・  

平 成 2 0 年 1 0 月 6 日 発 行  


